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地
域
共
生
社
会
の
実
現
・
深
化
に
向
け
て

　

日
頃
よ
り
、
社
会
福
祉
の
推
進
に

多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

浴
風
会
は
、
大
正
14
年
に
関
東
大

震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
高
齢
者
の

援
護
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、
以

降
1
0
0
年
以
上
に
も
わ
た
り
、

我
が
国
の
高
齢
者
福
祉
を
牽
引
す
る

法
人
と
し
て
、
先
駆
的
な
活
動
を
続

け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
時
代
と
と
も

に
求
め
ら
れ
る
支
援
の
在
り
方
も
変

化
す
る
中
、
絶
え
ず
ニ
ー
ズ
を
汲
み

取
り
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
と
幅
広

い
分
野
で
事
業
に
取
り
組
ま
れ
た
皆

様
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
対
し
、
心
か

ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

2
0
4
0
年
に
は
65
歳
以
上
の

高
齢
者
数
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
と

も
に
、
介
護
と
医
療
の
複
合
ニ
ー
ズ

を
抱
え
る
85
歳
以
上
人
口
、
認
知
症

高
齢
者
、
独
居
の
高
齢
者
等
の
増
加

が
見
込
ま
れ
、
介
護
ニ
ー
ズ
は
多
様

化
・
複
雑
化
し
て
い
き
ま
す
。
誰

も
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
地
域

で
支
え
合
う
社
会
を
目
指
す
地
域

共
生
社
会
の
理
念
を
中
心
に
据
え
、

2
0
4
0
年
に
向
け
て
、
全
て
の

市
町
村
で
、
福
祉
分
野
を
超
え
た
連

携
や
地
域
と
の
協
働
を
進
め
、
包
括

的
な
支
援
体
制
の
整
備
を
通
じ
た
地

域
共
生
社
会
の
さ
ら
な
る
実
現
・
深

化
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
厚
生

労
働
省
で
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
包
括
的
な
支
援
体
制
の
拡
充
、
福

祉
人
材
の
安
定
的
な
確
保
及
び
定
着

の
支
援
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
基

盤
の
強
化
等
を
図
る
た
め
、
今
国
会

に
「
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
」
を
提
出
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

本
法
案
で
は
、
担
い
手
不
足
が
深

刻
化
す
る
小
規
模
市
町
村
に
お
け
る

包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
を
推
進

す
る
た
め
、
分
野
横
断
的
な
相
談
支

援
等
を
よ
り
柔
軟
に
実
施
可
能
と
す

る
と
と
も
に
、
頼
れ
る
身
寄
り
が
い

な
い
高
齢
者
等
に
対
し
て
、
日
常
生

活
の
支
援
、入
院
等
の
手
続
の
支
援
、

死
後
事
務
の
支
援
を
提
供
す
る
事
業

を
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
に
位
置
づ

け
る
な
ど
の
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
、
地
域
住
民
の

多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
そ

の
抱
え
る
多
様
な
地
域
生
活
課
題
の

解
決
に
資
す
る
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
包
括
的
な
支
援
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
高
齢

者
等
を
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
深
化
・
推
進
の
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た

知
見
と
柔
軟
性
を
生
か
し
、
高
齢
者

福
祉
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
ら
れ

る
と
と
も
に
、
今
後
も
地
域
に
お
け

る
福
祉
の
中
核
的
存
在
と
し
て
、
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

結
び
に
、
浴
風
会
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
と
、
関
係
者
皆
様
の
ご
活
躍

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
か
ら
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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浴
風
会
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
る
と
と
も
に
、

令
和
7
年
度
か
ら
11
年
度
を
期
間
と
し
て
策
定
し

た「
第
２
期
中
期
事
業
計
画
」の
初
年
度
に
当
た
り
、

こ
れ
か
ら
の
1
0
0
年
に
向
け
て
事
業
展
開
を
図

る
こ
と
と
し
、
令
和
7
年
度
事
業
計
画
に
お
い
て

は
、
在
宅
医
療
体
制
の
整
備
や
地
域
サ
ー
ビ
ス
部

門
の
強
化
・
充
実
等
に
よ
る
地
域
の
福
祉
・
医
療

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
認
知
症
の
本
人
・
家
族
等
へ

の
良
質
か
つ
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実

強
化
等
を
推
進
す
る
基
本
方
針
を
定
め
、
事
業
運

営
に
取
り
組
ん
だ
。

　

利
用
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
は
、
本
年
度
も
断
続
的

に
発
生
し
、
施
設
利
用
者
数
や
入
院
患
者
数
に
影

響
を
及
ぼ
し
た
。
ま
た
、
燃
料
費
や
食
糧
費
を
は

じ
め
と
す
る
物
価
高
の
影
響
の
ほ
か
、
施
設
設
備

の
経
年
劣
化
へ
の
対
応
の
影
響
、
病
院
や
老
健
く

ぬ
ぎ
に
お
け
る
借
入
金
償
還
の
開
始
の
影
響
等
に

よ
っ
て
法
人
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
各
事
業
部
門
に

お
い
て
は
、
目
標
利
用
率
の
達
成
や
経
費
節
減
等

に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
国
の
緊
急
的
な
補
助
事

業
の
積
極
的
な
活
用
等
を
行
い
、
令
和
7
年
度
の

事
業
活
動
の
収
支
は
プ
ラ
ス
を
維
持
し
た
。

【
創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
の
実
施
】

　

浴
風
会
は
、
令
和
7
年
1
月
15
日
に
創
立

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
令
和
5
年

度
か
ら
7
年
度
に
か
け
て
、
次
の
と
お
り
創
立

1
0
0
周
年
記
念
事
業
を
実
施
し
た
。

１　

1
0
0
周
年
記
念
誌
の
発
行

　

令
和
7
年
4
月
10
日
に
、
記
念
誌
「
浴
風
会
百

年
の
歩
み
」
を
発
行
し
た
。
発
行
に
当
た
っ
て
、

憲
仁
親
王
妃
久
子
殿
下
か
ら
の
お
こ
と
ば
を
賜
っ

た
。

　

ま
た
、
福
岡
資
麿
厚
生
労
働
大
臣
、
山
口
真
東

京
都
福
祉
局
長
、
岸
本
聡
子
杉
並
区
長
か
ら
の
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。

２　

創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
式
典
の
開
催

　

令
和
7
年
4
月
24
日
に
、
当
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
創
立
1
0
0
周
年
記
念
事

業
式
典
」
を
開
催
し
た
。
式
典
に
お
い
て
は
、
憲

仁
親
王
妃
久
子
殿
下
の
ご

臨
席
を
仰
ぐ
と
と
も
に
、

お
祝
い
の
お
こ
と
ば
を

賜
っ
た
。
ま
た
、
福
岡
資

麿
厚
生
労
働
大
臣
代
理
伊

原
和
人
厚
生
労
働
事
務
次

官
、
小
池
百
合
子
東
京
都

知
事
、
岸
本
聡
子
杉
並
区

長
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

式
典
に
お
い
て
は
、
浴
風
会
に
対
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
様
々
な
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た

28
名
の
方
々
に
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
っ
た
。

３　

創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
支
援
募
金

　

令
和
5
年
12
月
15
日
か
ら
創
立
1
0
0
周
年
記

念
事
業
支
援
募
金
を
募
集
し
、
令
和
8
年
4
月
16

日
ま
で
の
間
に
、
2
7
7
の
個
人
・
法
人
の
方
々

か
ら
、
合
計
1
9
,
5
6
5
千
円
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
い
た
。
当
該
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
方
々
を
含
む
多
く
の
方
々
に
還
元
で
き
る
よ
う
、

構
内
の
ベ
ン
チ
や
礼
拝
堂
内
外
の
補
修
、
中
庭
池

の
清
掃
等
に
活
用
す
る
な
ど
引
続
き
有
効
活
用
を

行
っ
て
い
る
。
活
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
順
次
当

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
開
し
て
い
る
。

【
重
点
事
項
】

１ 

着
実
な
事
業
実
施
の
た
め
の
経
営
基
盤
づ
く
り

　

物
価
高
騰
等
の
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
で
、

財
政
の
健
全
化
に
向
け
、
各
事
業
部
門
に
お
い
て

は
、
目
標
利
用
率
の
達
成
や
経
費
節
減
等
に
努
力

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
等
の
感
染
が
断
続
的
に
発
生
し
、
施
設
利

用
者
数
や
入
院
患
者
数
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
と
も

に
、
物
価
の
高
騰
、
施
設
設
備
の
経
年
劣
化
へ
の

対
応
、
病
院
や
老
健
く
ぬ
ぎ
に
お
け
る
借
入
金
償

還
の
影
響
等
に
よ
り
法
人
財
政
は
厳
し
い
状
況
に

あ
っ
た
。

　

年
度
末
決
算
に
お
い
て
は
、
各
事
業
部
門
の
積

立
金
等
の
本
部
へ
の
移
管
を
開
始
し
、
法
人
全
体

の
経
営
基
盤
の
強
化
・
効
率
化
を
図
る
こ
と
と
し

た
。

（
1
）
法
人
機
能
の
充
実

　

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
を
受
け
て
、
経
営
組

織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、
事
業
運
営
の
透
明
性

の
向
上
、
地
域
公
益
事
業
の
積
極
的
な
展
開
等
に

取
り
組
ん
だ
。

ア 

法
人
組
織
の
活
性
化
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

徹
底

　

経
営
企
画
会
議
、
幹
部
連
絡
会
議
、
部
課
長
連

絡
会
議
等
の
諸
会
議
を
通
じ
て
、
経
営
方
針
や
業

務
に
お
け
る
留
意
事
項
（
個
人
情
報
保
護
等
）
等

に
関
す
る
共
通
認
識
化
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
事
業
本
部
（
保
健
衛
生
業
務
調
整
、
栄

養
業
務
調
整
、
相
談
業
務
調
整
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
業
務
調
整
）
の
取
組
み
に
よ
り
、
職
種
別

に
当
該
業
務
に
関
す
る
連
絡
調
整
を
図
り
、
業
務

の
円
滑
化
、
リ
ス
ク
管
理
に
努
め
る
な
ど
し
て
、

第
一
線
の
現
場
業
務
の
質
の
向
上
に
努
め
た
。

イ 
人
材
確
保
対
策
の
推
進（
外
国
人
・
障
害
者
雇
用
）

　

社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
等
の
養
成
を
行
う

全
国
の
大
学
、
専
門
学
校
、
高
校
に
対
し
て
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
求
人
票
等
を
送
付
す
る
と
と
も
に
、

実
習
生
受
入
実
績
校
へ
訪
問
し
て
学
生
紹
介
の
依

頼
を
行
っ
た
。
更
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
求
人
サ
イ

ト
か
ら
の
採
用
募
集
や
人
材
派
遣
会
社
の
活
用
な

ど
、
継
続
的
に
採
用
活
動
を
実
施
し
た
。

　

外
国
人
雇
用
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
と
も
調

整
し
て
進
め
た
結
果
、
令
和
8
年
4
月
1
日
現
在

ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共
和
国
よ
り
33
名
、
ベ
ト
ナ
ム

社
会
主
義
共
和
国
よ
り
3
名
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共

和
国
よ
り
3
名
の
計
39
名
を
特
定
技
能
1
号
外
国

人
と
し
て
受
入
れ
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
及
び
老

人
保
健
施
設
で
勤
務
を
し
て
い
る
。

　

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
幹
部
連
絡
会
議
等

に
お
い
て
そ
の
趣
旨
及
び
浴
風
会
の
現
状
を
説
明

し
、
法
定
雇
用
率
の
達
成
に
努
め
た
。
そ
の
結
果
、

今
年
度
は
法
定
雇
用
率
（
2
.
5
％
）
を
上
回
る

2
.
6
％
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

ウ 

効
果
的
な
広
報
活
動
の
推
進

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
を
通
じ
、
各
事
業
の
活

動
状
況
や
事
業
報
告
、
財
務
諸
表
等
の
情
報
を
迅

速
、
か
つ
適
切
に
発
信
し
た
。
併
せ
て
、
浴
風
会

誌
や
各
施
設
・
病
院
が
発
行
す
る
広
報
誌
を
通
じ
、

広
報
・
情
報
公
開
の
徹
底
を
図
っ
た
。

（
2
）
堅
実
な
財
務
運
営
基
盤
の
形
成

ア 

適
切
な
目
標
設
定
と
目
標
利
用
率
達
成
の
努
力

　

目
標
利
用
率
達
成
の
た
め
に
、
老
人
福
祉
事
業

に
お
い
て
は
行
政
措
置
担
当
者
が
出
席
す
る
会
議

へ
の
積
極
的
な
参
加
等
を
通
じ
て
、
入
所
待
機
者

の
状
況
確
認
等
に
努
め
た
。

　

介
護
保
険
事
業
に
お
い
て
は
、
毎
月
「
介
護
老

人
福
祉
施
設
入
所
検
討
委
員
会
」
を
開
催
し
、
透

明
性
・
公
平
性
を
確
保
し
た
迅
速
な
入
所
に
努
め

た
。
感
染
症
の
影
響
や
退
所
者
が
例
年
よ
り
も
多

い
施
設
も
あ
り
、
入
所
者
の
確
保
が
思
う
よ
う
に

進
ま
ず
、
目
標
利
用
率
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

　

病
院
に
お
い
て
は
、
近
隣
の
医
療
機
関
、
福
祉

関
係
施
設
等
へ
の
空
床
情
報
の
提
供
や
転
院
調
整

シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
に
よ
り
入
院
患
者
の
増
加
に

努
め
た
。

　

居
宅
介
護
支
援
や
訪
問
介
護
に
お
い
て
は
、
職

2
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員
体
制
の
強
化
や
AI
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
業

務
の
効
率
化
等
を
図
り
、
利
用
者
の
増
加
に
努
め

た
。

イ 

予
算
執
行
管
理
の
徹
底
と
コ
ス
ト
意
識
の
向
上

　

物
価
高
騰
等
の
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
で
、

各
事
業
部
門
に
お
い
て
は
、
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ

て
、
節
電
や
可
能
な
経
費
の
節
約
の
工
夫
等
に
努

め
た
。

ウ 

病
院
及
び
老
健
く
ぬ
ぎ
の
経
営
基
盤
の
安
定
化

（
ア
）
病
　
院

　

診
療
報
酬
に
つ
い
て
、
経
営
刷
新
検
討
チ
ー
ム

の
検
討
の
下
で
施
設
基
準
の
上
位
取
得
、
新
た
な

各
種
加
算
の
取
得
等
を
進
め
た
。
こ
う
し
た
努
力

に
よ
り
、
入
院
・
外
来
と
も
に
、
前
年
度
実
績
を

上
回
っ
た
。
ま
た
、
在
宅
医
療
に
つ
い
て
は
、
特

に
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お

い
て
、
予
算
目
標
や
前
年
度
実
績
を
上
回
っ
た
。

当
年
度
の
収
支
差
額
に
お
い
て
は
マ
イ
ナ
ス
が
生

じ
た
が
、
国
の
緊
急
的
な
補
助
事
業
も
活
用
し
、

前
年
度
の
収
支
差
額
と
比
較
す
る
と
改
善
が
図
ら

れ
た
。
借
入
金
償
還
の
開
始
等
に
よ
り
厳
し
い
状

況
に
あ
る
が
、
引
続
き
経
営
基
盤
の
安
定
化
に
努

め
る
。

（
イ
）
老
健
く
ぬ
ぎ

　

入
所
利
用
率
の
向
上
に
よ
る
経
営
改
善
に
努
め

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及
び
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
、
入
院
に
よ
る
退
所
者
の
増

加
、
近
隣
特
養
へ
の
早
期
退
所
等
に
よ
り
、
年
間

利
用
率
は
予
算
目
標
を
下
回
っ
た
。  

ま
た
、
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
入
院
や
体
調

不
良
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
の
増
加
等
に
よ
り
、
利

用
率
が
伸
び
悩
ん
だ
。
さ
ら
に
、
借
入
金
償
還
の

開
始
等
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
引
続
き

サ
ー
ビ
ス
内
容
や
送
迎
範
囲
の
見
直
し
・
改
善
等

を
図
り
、
経
営
基
盤
の
安
定
化
に
努
め
る
。

（
3
）
AI
・
I
C
T
機
器
や
デ
ー
タ
の
活
用
（
DX
）

に
よ
る
業
務
の
効
率
化
と
軽
減

　

介
護
保
険
事
業
に
お
い
て
は
、
I
C
T
通
信
環

境
を
利
用
し
た
見
守
り
支
援
機
器
等
の
定
着
・
活

用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
AI
等
を
活
用
し
た
勤
務

表
作
成
支
援
ソ
フ
ト
の
導
入
等
に
よ
り
、
生
産
性

の
向
上
（
業
務
負
担
軽
減
等
）
に
努
め
た
。

　

病
院
に
お
い
て
は
、
転
院
調
整
シ
ス
テ
ム
（
患

者
紹
介
ポ
ー
タ
ル
）
や
健
診
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
行
い
、
入
院
患
者
等
の
増
加
に
努
め
た
。

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
に
お
い
て
は
、
AI
を
活
用

し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
原
案
作
成
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

生
産
性
の
向
上
（
業
務
負
担
軽
減
等
）
に
努
め
た
。

（
4
）
大
規
模
災
害
へ
の
対
策
の
徹
底

　

今
年
度
の
総
合
防
災

訓
練
に
お
い
て
は
、
近

隣
町
内
会
と
の
合
同
で

「
水
消
火
器
を
使
用
し
た

的
当
訓
練
」「
煙
体
験
ハ

ウ
ス
」
を
実
施
す
る
な

ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
訓

練
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
病
院
に
お
い

て
は
、
杉
並
区
か
ら
医

療
救
護
所
と
し
て
の
指
定
を
受
け
、
災
害
訓
練
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
杉
並
区
西
部
地
域
災
害
医

療
連
携
会
議
、
杉
並
区
災
害
医
療
運
営
連
絡
協
議

会
へ
参
加
し
、
区
内
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
を

図
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
各
施
設
に
お
い
て
は
、
毎
月
そ
れ
ぞ

れ
に
必
要
な
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

災
害
時
の
職
員
確
保
策
に
着
目
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事

業
継
続
計
画
）
の
見
直
し
や
災
害
備
蓄
品
等
の
点

検
・
更
新
等
を
行
っ
た
。

（
5
）
認
知
症
介
護
の
研
究
・
研
修
の
推
進
、
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
充
実

　

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
は
、
令
和
6
（
2
0
2
4
）
年
１
月
に
施
行

さ
れ
た
「
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
の

認
知
症
基
本
法
」
を
踏
ま
え
て
、
共
生
社
会
の
実

現
に
寄
与
し
う
る
各
種
研
究
・
研
修
事
業
に
取
り

組
ん
だ
。

　

研
究
・
開
発
事
業
に
お
い
て
は
、
認
知
症
施
策

の
推
進
に
資
す
る
た
め
に
、
認
知
症
ケ
ア
の
質
の

向
上
に
資
す
る
研
究
及
び
共
生
社
会
の
実
現
を
推

進
す
る
た
め
の
研
究
の
2
領
域
に
焦
点
を
あ
て
、

11
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
を
実
施
し
た
。

　

研
修
事
業
に
お
い
て
は
、
認
知
症
介
護
指
導
者

養
成
研
修
を
3
回
実
施
し
、
同
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
を
１
回
実
施
す
る
と
と
も
に
、
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
研
修
に
つ
い
て
新
任
者
研
修
を
7
回

（
オ
ン
ラ
イ
ン
5
回
、
集
合
2
回
）、
同
現
任
者
研

修
を
7
回
（
オ
ン
ラ
イ
ン
5
回
、
集
合
2
回
）
の

計
14
回
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
病
院
の
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
は
、
運
営
協
議
会
を
リ
モ
ー
ト
形
式
で
開

催
す
る
と
と
も
に
、
東
京
都
指
定
の
「
か
か
り
つ

け
医
認
知
症
研
修
」
及
び
「
看
護
師
認
知
症
対
応

力
向
上
研
修
」
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式
と
リ
モ
ー

ト
形
式
で
開
催
し
た
。
ま
た
、
地
域
連
携
の
推
進

に
向
け
て
、
杉
並
区
西
部
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

情
報
交
換
会
を
当
セ
ン
タ
ー
主
催
で
開
催
し
た
。

２ 

利
用
者
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

（
1
）
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
及
び
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
徹
底

（
2
）
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
資
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
推
進

　

上
記
（
1
）（
2
）
の
対
応
と
し
て
、
老
人
福
祉

事
業
に
お
い
て
は
、
年
1
回
利
用
者
と
面
談
の
上
、

個
別
支
援
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
定
期
的
な
見
直
し
を

行
っ
た
。
ま
た
、
随
時
の
要
望
等
の
聴
取
、
利
用

者
全
体
会
、
食
事
懇
談
会
、
意
見
箱
等
に
よ
る
要

望
等
の
把
握
と
対
応
を
行
っ
た
。
老
人
福
祉
３
施

設
間
の
交
流
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
、
陶
芸
ク
ラ
ブ
、

大
正
琴
ク
ラ
ブ
及
び
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
ク
ラ
ブ
を

開
始
し
た
。

　

介
護
保
険
事
業
に
お
い
て
は
、
虐
待
未
然
防
止

の
徹
底
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ナ
ー
の
向
上
、
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
徹
底
、
転
倒
予
防
の
た
め
の
見
守

り
カ
メ
ラ
の
活
用
、
看
取
り
介
護
の
推
進
と
医
療

連
携
ケ
ア
の
向
上
、
適
切
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
提
供
、
口
腔
機
能
維
持
・
経
口
摂
取
維
持
の
推

進
等
多
角
的
な
取
組
み
に
よ
り
、
個
々
の
利
用
者

に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
。

　

病
院
事
業
に
お
い
て
は
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
及
び

イ
ン
シ
デ
ン
ト
へ
の
的
確
な
対
応
に
よ
る
医
療
安

全
、
感
染
対
策
向
上
加
算
の
取
得
等
に
よ
る
感
染

症
対
策
の
強
化
、
防
災
訓
練
等
の
防
災
対
策
の
徹

底
等
に
よ
り
、
安
全
管
理
を
的
確
に
推
進
し
た
。

　

ま
た
、
利
用
者
・
患
者
等
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
苦
情
に
つ
い
て
は
、
各
々
事
業
部
門
の
苦
情

解
決
責
任
者
が
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
に
努
め
た
。

（
3
）
感
染
症
予
防
対
策
の
徹
底

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
の
感
染
症
が
断
続
的
に
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
感
染
予
防
対
策
に
継
続

的
に
取
り
組
ん
だ
。

ア 

利
用
者
及
び
役
職
員
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
係
る
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
の
協
力
促
進

イ 

手
洗
い
、
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
等
基
本
的

な
感
染
症
対
策
の
協
力
促
進

ウ 

病
院
及
び
施
設
の
感
染
症
発
生
時
に
お
け
る
家

族
等
の
面
会
の
一
部
制
限

（
4
）
か
か
り
つ
け
病
院
機
能
の
充
実

　

医
療
連
携
室
の
強
化
に
よ
る
当
院
の
地
域
で
の

役
割
の
向
上
、
退
院
調
整
部
門
に
よ
る
訪
問
事
業

の
案
内
、
健
診
と
の
連
携
等
に
よ
る
対
応
の
強
化

を
図
っ
た
。

（
5
）
在
宅
高
齢
者
等
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
推
進

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
総
合
相
談
、

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
地
域

3
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ケ
ア
会
議
等
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
の
取
組

み
、
居
宅
介
護
支
援
、
訪
問
介
護
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

等
に
お
け
る
生
活
援
助
員
（
L
S
A
）
等
に
お
い
て
、

体
制
の
強
化
や
業
務
改
善
等
を
図
り
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
量
の
増
加
に
努
め
た
。

　

病
院
に
お
い
て
は
、
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
及
び

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
体
制
の
強
化
等

に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
件
数
が
増
加
し
た
。

３ 

専
門
職
の
連
携
を
活
か
し
た
職
場
づ
く
り

（
1
）
事
業
部
門
相
互
で
の
情
報
共
有
化
の
推
進

　

老
人
福
祉
事
業
や
介
護
保
険
事
業
に
お
い
て
は
、

各
種
連
絡
会
議
等
を
通
じ
て
サ
ー
ビ
ス
の
標
準
化
に

努
め
た
。
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
病
院
に

お
い
て
は
、
病
院
・
施
設
連
絡
会
議
を
定
期
的
に
開

催
す
る
と
と
も
に
、
両
者
の
協
働
に
よ
る
「
看
取
り

介
護
」
の
推
進
や
「
医
療
連
携
ケ
ア
」
の
向
上
に
努

め
た
。

（
2
）
法
人
の
特
長
を
活
か
し
た
人
材
確
保
の
実
施

　

優
れ
た
人
材
の
確
保
と
勤
労
意
欲
の
向
上
を
目
的

と
し
て
行
う
登
用
試
験
（
契
約
職
員
等
の
正
規
職
員

採
用
）
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
年
２
回
の
定
期
試
験

に
替
え
て
、
所
属
長
の
推
薦
等
を
踏
ま
え
て
必
要
の

都
度
行
う
仕
組
み
に
改
正
し
た
。

（
3
）
働
き
方
改
革
へ
の
的
確
な
対
応

　

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
等
の
た
め
、
労
働
時
間

の
考
え
方
（
指
揮
命
令
下
に
あ
る
時
間
等
）
や
新
入

職
員
へ
の
適
切
な
教
育
・
研
修
、
職
員
毎
の
業
務
量

の
偏
り
の
改
善
、
年
次
有
給
休
暇
・
振
替
休
日
の
適

切
な
取
得
、
超
過
勤
務
の
縮
減
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
研
修
の
確
実
な
受
講
等
に
つ
い
て
、
幹
部
連
絡
会

議
等
を
通
じ
周
知
徹
底
を
図
っ
た
。

（
4
）
実
習
生
の
受
入
れ
促
進
及
び
研
修
制
度
の
充
実

　

大
学
、
専
門
学
校
等
か
ら
依
頼
さ
れ
た
実
習
生
の

受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
浴
風
園
に
お
い
て
5
名
、
３

特
養
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
3
8
7
名
、
病
院
に
お
い
て
36
名
を
受

け
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
に
応
じ
た
実
習
等
に
よ

る
指
導
を
行
っ
た
。

　

職
員
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
全
職
種
を
対
象
と
し

た
職
種
横
断
階
層
別
「
悉
皆
研
修
」（
ス
テ
ッ
プ
1

～
5
）
を
全
課
程
実
施
し
た
。
ま
た
、
各
専
門
職
が

学
習
機
会
の
確
保
の
た
め
に
企
画
す
る
研
修
に
つ

い
て
、
W
E
B
研
修
の
環
境
を
整
備
し
、
職
員
の

自
由
時
間
を
活
用
し
た
学
習
の
機
会
を
提
供
し
た
。

さ
ら
に
、
全
職
員
を
対
象
と
す
る
全
体
研
修
と
し

て
、
専
門
講
師
を
招
聘
し
、「
高
齢
者
虐
待
防
止
研

修
（
1
4
8
名
受
講
）」
及
び
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
研
修
（
1
4
4
名
受
講
）」
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

各
施
設
や
病
院
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
職
員
に
対

す
る
内
部
研
修
の
実
施
や
外
部
研
修
へ
の
職
員
の
参

加
等
に
取
り
組
ん
だ
。

４ 

地
域
と
の
協
働
と
社
会
貢
献

　

地
域
貢
献
活
動
に
つ
い
て
は
、
浴
風
会
の
各
事
業

部
門
の
経
験
や
資
源
を
活
か
し
、
地
域
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
、
様
々
な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
自
粛

し
て
き
た
活
動
も
徐
々
に
再
開
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
地
域
住
民
を
対
象
と

し
た
ミ
ニ
講
座
「
よ
く
ふ
う
学
ぼ
う
会
」、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
の
地
域
開
放
、
地
元
小
中
学
校
の
福

祉
教
育
へ
の
講
師
派
遣
や
花
壇
づ
く
り
の
交
流
等
多

様
な
取
組
み
を
実
施
し
た
。
10
月
に
実
施
し
た
「
浴

風
会
つ
な
が
る
フ
ェ
ス
タ
」
に
お
い
て
は
、
全
施

設
の
職
員
の
参
加
、
浴
風
会
全
体
の
開
放
に
よ
り
、

1
0
0
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
趣
向
を
凝
ら
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
例
年
を
上
回
る
延
べ
約

1
,
3
5
0
人
の
地
域
の
方
々
が
来
場
し
た
。
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（１）　貸借対照表の要旨 単位：千円

金 額 金 額

3,987,609 1,769,468 
7,812,315 3,111,492 

4,880,960 
506,033 

3,609,811 
891,827 

1,911,293 
△ 110,843 
6,918,964 

11,799,924 11,799,924 

（２）　総合資金収支計算書 単位：千円

収 入 額 支 出 額 資金収支差額

568,594 568,575 19 
687,074 686,285 789 
165,175 167,898 △ 2,723 

1,420,843 1,422,758 △ 1,915 
1,474,706 1,473,512 1,194 

818,066 807,740 10,326 
1,281,802 1,277,495 4,307 

50,632 50,554 78 
112,571 111,646 925 
79,028 81,769 △ 2,741 

3,816,805 3,802,716 14,089 
3,165,161 3,165,625 △ 464 

830,650 803,031 27,619 
714,252 689,679 24,573 

1,142,780 510,463 632,317 
11,090,491 10,394,272 696,219 

58,665 63,968 △ 5,303 
36,231 34,909 1,322 
8,093 9,916 △ 1,823 

102,989 108,793 △ 5,804 
22,487 118,691 △ 96,204 

11,215,967 10,621,756 594,211 

（３）　事業活動計算書の要旨（損益計算書） 単位：千円

収 益 費 用
税引前当期
活動増減差額

10,337,902 10,340,035 △ 2,133 
97,989 109,341 △ 11,352 
22,487 119,845 △ 97,358 

10,458,378 10,569,221 △ 110,843 

社 会 福 祉 事 業 合 計
公 益 事 業 合 計
収 益 事 業

総 合 計

区 分

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

居 宅 介 護 支 援 事 業 所

ケ ア ス ク ー ル

ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン

介 護 保 険 事 業 計

浴 風 会 病 院

老 健 く ぬ ぎ

認 知 症 介 護 研 究 研 修 セ ン タ ー

資 産 の 部 負 債 の 部

【令和7年度　決算報告】
　6月8日開催の当会理事会及び6月29日開催の評議員会において、令和7年度決算が下記
の通り承認されました。

本 部 経 常 部

負 債 ・ 純 資 産 合 計

科 目

流 動 資 産

固 定 資 産

資 産 の 部 合 計

科 目

流 動 負 債

固 定 負 債

負 債 の 部 合 計

基 本 金

国庫補助金等特別積立金

そ の 他 の 積 立 金

次期繰越活動増減差額

（うち当期活動増減差額）

純 資 産 の 部 合 計

区 分

社
　
会
　
福
　
祉
　
事
　
業

公
益
事
業

収 益 事 業

総 合 計

養 護 浴 風 園

軽 費 松 風 園

軽 費 ケ ア ハ ウ ス

老 人 福 祉 事 業 計

特 養 南 陽 園

特 養 第 二 南 陽 園

特 養 第 三 南 陽 園

南 陽 園 在 宅 サ ー ビ ス セ ン タ ー

グ ル ー プ ホ ー ム ひ ま わ り

公 益 事 業 合 計

社 会 福 祉 事 業 合 計



4
月1

日　
「
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

　
　
　
　

24
期
生
」
開
講
（
受
講
生
9
名
）

1
～
２
日　
「
悉
皆
研
修
・
ス
テ
ッ
プ

1
」（
職
員
新
任
研
修
）

5
月27

日　
「
悉
皆
研
修
・
ス
テ
ッ
プ
3
」

　
　
　
　
（
職
員
2
年
目
研
修
）

6
月3

日　
「
悉
皆
研
修
・
ス
テ
ッ
プ
3
」　

　
　
　
　
（
職
員
2
年
目
研
修
）

24
日　
「
悉
皆
研
修
・
ス
テ
ッ
プ
4
」　

　
　
　
　
（
職
員
中
堅
Ⅰ
期
）

　

令
和
8
年
度
、介
護
の
資
格
講
座「
介

護
職
員
初
任
者
研
修
」（
8
月
18
日
開

講
・
火
曜
日
コ
ー
ス
、
10
月
5
日
開
講
・

月
曜
日
コ
ー
ス
）
申
込
み
を
受
付
け
て

お
り
ま
す
。
介
護
の
基
礎
か
ら
し
っ
か

り
と
学
べ
る
講
座
で
す
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
浴
風
会
ケ

ア
ス
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ
」
か
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
）

4
月

　

８
日　
︻
高
尾
霊
園
参
拝
︼

　

今
年
は
利
用
者
33
名
、
職
員
10
名
、
バ
ス
３
台

で
の
出
発
と
な
り
ま
し
た
。
天
気
が
良
く
て
、
皆

さ
ん
思
い
思
い
に
春
の
陽

気
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
花
ま
つ
り
で

甘
茶
が
無
料
で
振
舞
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
昼
食
後
、

道
の
駅
に
寄
り
買
い
物
を

し
、
コ
ー
ヒ
ー
や
ア
イ
ス

も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

5
月

　

４
日
～
６
日　
︻
菖
蒲
湯
︼

　

玄
関
入
口
部
に
、
厳
か
な
鎧
兜
を
飾
り
、
菖
蒲
の

湯
に
浸
か
り
、
無
病
で
健
康
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

13
日　
︻
新
茶
会
︼

　

午
後
か
ら
新
茶
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
鹿
児

島
県
知
覧
産
の
新
茶
の
香
り
と
お
茶
菓
子
を
、

皆
で
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
み
ま
し
た
。

6
月

　

９
日　
︻
花
壇
整
備
︼

　

雨
が
止
ん
だ
午
後
に
富
士
見
丘
中
学
校
の
１

年
生
90
名
が
花
壇
の
整
備
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。
雑
草
を
抜
い
た
り
、
土
起
こ
し
等
の
作
業

を
大
勢
で
行
い
ま
し
た
。

13
日　
︻
花
壇
花
植
え
︼

　

富
士
見
丘
小
、
久
我
山

小
、
高
井
戸
小
の
小
学
生

親
子
と
富
士
見
丘
中
の
中

学
生
、
約
50
名
で
土
起
こ

し
や
ロ
ー
プ
張
り
、
花
植

え
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
色

と
り
ど
り
の
花
が
、
花
壇

一
面
に
植
え
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

24
日　
︻
衣
料
展
示
会
︼　　
　
　
　

  （
張
）

4
月21

日　
︻
誕
生
日
会
︼

　

今
年
度
最
初
の
誕
生
日
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

４
月
生
ま
れ
の
ご
利
用
者
と
一
緒
に
「
あ
い
た

か
」
さ
ん
に
食
事
に
行
き
ま
し
た
。
旬
の
食
材

を
使
っ
た
焼
き
物
や
お
造
り
、
釜
飯
な
ど
豪
華

な
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
た
だ
き
、
お

い
し
い
食
事
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

5
月1

日　
︻
新
茶
会
︼

　

今
年
の
お
茶
も
鹿
児

島
の
知
覧
茶
を
用
意
し

ま
し
た
。
渋
み
が
少
な

く
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い

で
お
茶
の
良
い
香
り
が

す
る
お
茶
と
、
甘
く
お

い
し
い
お
茶
菓
子
を
楽

し
ま
れ
ま
し
た
。

　

お
茶
が
と
て
も
好
評
で
、
皆
様
か
ら
「
お
代

わ
り
」
と
の
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

5
日　
︻
端
午
の
節
句
︼

　

今
年
も
食
堂
前
に
兜
を
飾
り
、
食
事
で
は
柏

餅
を
召
し
上
が
り
ま
し
た
。
お
風
呂
も
菖
蒲
湯

で
温
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
無
病
息
災
を
お
祈
り

し
ま
し
た
。

6
月2

日　
︻
梅
ジ
ュ
ー
ス
作
り
︼

　

松
風
園
の
梅
を
収
穫

し
、
ご
利
用
者
の
皆
様

と
梅
ジ
ュ
ー
ス
作
り
を

し
ま
し
た
。
へ
た
取
り

や
、
梅
・
氷
砂
糖
・
お

酢
と
一
緒
に
瓶
に
詰
め

る
作
業
を
手
伝
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
梅
ジ
ュ
ー

ス
は
納
涼
祭
で
皆
様
と

飲
む
予
定
で
す
。「
納

涼
祭
の
楽
し
み
が
一
つ
増
え
た
」
と
喜
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
河
向
）

︻
老
人
福
祉
事
業
︼

浴
風
園
　（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

浴
風
会
ケ
ア
ス
ク
ー
ル

松
風
園
　（
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）

4
月1

日　

採
用
辞
令
交
付
式　

15
名

29
日　

天
理
教
杉
並
支
部
構
内
美
化

　
　
　
　
（
草
取
り
）
協
力

5
月1

日　

採
用
辞
令
交
付
式　

3
名

8
日　

富
士
見
丘
小
学
校
写
生
会

　
　
　
　

6
年
生
82
名

21
日　

ジ
ョ
ー
ジ
・
メ
イ
ソ
ン
大
学

　
　
　
　
（
ア
メ
リ
カ
）
16
名　

施
設
見
学

22
日　

苦
情
解
決
委
員
会

6
月1

日　

採
用
辞
令
交
付
式　

2
名

　
　
　
　

監
事
に
よ
る
監
査　

実
施

8
日　

第
2
回
理
事
会
を
開
催

　
　
　
　
「
令
和
7
年
度
事
業
報
告
」、「
令

　
　
　
　

和
7
年
度
決
算
」、「
定
時
評
議

　
　
　
　

員
会
の
開
催
」、「
業
務
執
行
理
事

　
　
　
　

の
選
定
」、「
幹
部
職
員
の
人
事
」

　
　
　
　

に
つ
い
て
承
認
。

10
日　

韓
国
住
宅
協
会
ヒ
ュ
ン
ダ
イ
建
設

　
　
　
　

6
名　

施
設
見
学

18
日　

人
事
院
初
任
行
政
研
修
受
け
入
れ

19
日　

杉
並
つ
く
し
ん
ぼ
会
施
設
見
学

29
日　

第
1
回
評
議
員
会
を
開
催

　
　
　
　
「
令
和
7
年
度
決
算
書
」、「
役
員

　
　
　
　

の
異
動
」
に
つ
い
て
承
認
。

　
　
　
　
「
令
和
7
年
度
事
業
報
告
」、「
評

　
　
　
　

議
員
退
任
に
伴
う
評
議
員
の
選

　
　
　
　

任
」、「
幹
部
職
員
の
人
事
」
に
つ

　
　
　
　

い
て
報
告
。　
　
　
　

  

（
戸
塚
）

浴
風
会
の
動
き

浴
風
会
の
動
き

︵
4
月
~
6
月
︶

︻
本
部
事
務
局
︼
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（
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
）

南
陽
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

第
二
南
陽
園
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

4
月　
︻
お
花
見
︼

　

新
年
度
を
迎
え
、

施
設
内
の
花
々
も
色

鮮
や
か
に
咲
き
始
め

て
い
ま
す
。
お
花
見

で
園
庭
へ
散
歩
に
出

か
け
て
満
開
の
桜
を

楽
し
み
ま
し
た
。

5
月

　

２
～
5
日　
︻
菖
蒲
湯
︼

　

菖
蒲
の
爽
や
か
な
香
り
に
包
ま
れ
な
が

ら
、
季
節
の
風
習
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

11
～
13
日　
︻
新
茶
会
︼

　

お
楽
し
み
企
画
の
一
環
と
し
て
、
男
性
職

員
が
お
茶
娘
に
扮
し
て
皆
さ
ま
に
お
茶
を
お

配
り
し
ま
し
た
。
和
菓
子
と
一
緒
に
新
茶
を

い
た
だ
き
「
新
茶
は
と
っ
て
も
美
味
し
い
ね
」

「
お
茶
と
お
菓
子
（
菖
蒲
の
花
の
練
り
き
り
）

が
合
っ
て
い
る
ね
」
と
大
変
好
評
で
し
た
。

6
月10

日　
︻
フ
ル
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ
︼

　

き
れ
い
に
盛
り
付
け
さ
れ
た
果
物
を
た
く

さ
ん
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
ス

イ
カ
が
食
べ
た
い
」「
マ
ン
ゴ
ー
が
甘
い
わ

ね
」
と
華
や
か
な
お
や
つ
の
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

17
日　
︻
ク
ッ
キ
ン
グ
☆
カ
フ
ェ
︼

　

施
設
で
収
穫
し
た
杏

を
使
っ
て
ジ
ャ
ム
作
り

を
行
い
ま
し
た
。
完
成

し
た
杏
ジ
ャ
ム
は
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
に
添
え
て
皆

さ
ま
で
召
し
上
が
り
ま

し
た
。「
甘
酸
っ
ぱ
く

て
お
い
し
い
」
と
好
評

で
し
た
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仁
司
）

4
月　
︻
お
散
歩
・
手
工
芸
︼

　

会
内
の
中
庭
に
は
様
々
な
花
が
咲
い
て
い
ま

す
。
桜
、や
ま
ぶ
き
、チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、パ
ン
ジ
ー

等
々
、
天
気
の
良
い
日
に
は
皆
様
に
花
の
名
前

を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
散
歩
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

手
工
芸
で
は
、
季
節
の
花
の
壁
飾
り
を
紙
工
作

し
て
い
ま
す
。
今
月

は
「
藤
の
花
飾
り
」。

と
て
も
素
敵
な
作
品

が
出
来
、
活
動
室
に

飾
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

5
月　

　

４
～
９
日　
︻
菖
蒲
湯
︼

無
病
息
災
を
願
い
、し
ょ
う
ぶ
湯
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
日　
︻
端
午
の
節
句
︼

　

端
午
の
節
句
で
は
、
新
聞
紙
を
使
っ
て
か
ぶ
と

を
折
り
、
皆
様
並
ん
で
記
念
撮
影
。
素
敵
な
笑
顔

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

6
月　
︻
運
動
︼

　

ジ
メ
ジ
メ
し
た
日
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
そ

ん
な
日
こ
そ
体
操
や

ゲ
ー
ム
で
気
分
転
換
。

身
体
を
動
か
し
て
体
力

づ
く
り
に
励
み
ま
し
た
。

　

中
に
は
お
疲
れ
な
の

か
、
う
た
た
寝
や
応
援

に
回
ら
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ペ
ー
ス
に
合
わ

せ
て
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

※
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
を
検
討
中
の
方
は
、
ぜ

ひ
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。
見
学
も
随
時
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。

︹
電
話
:
０
３
︱
３
３
３
４
︱
２
７
４
３
︺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
友
部
・
山
崎
）

4
月

　

８
日　
︻
お
花
見
弁
当
︼

　

お
花
見
弁
当
は
、
彩
り
豊
か
で
目
で
も
楽
し

め
る
も
の
で
し
た
。
お
い
し
か
っ
た
と
好
評
で

し
た
。

5
月

　

１
日　
︻
端
午
の
節
句
︼

　

端
午
の
節
句
に
ち
な
ん
で
、
昼
食
は
か
つ
お

の
た
た
き
で
、
例
年
ど
お
り
お
か
わ
り
自
由
で

た
く
さ
ん
召
し
上
が
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

14
日　
︻
新
茶
会
︼

　

新
茶
会
を
行
い
ま
し
た
。
新
茶
の
香
り
と
味

わ
い
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

29
日　
︻
30
周
年
開
園
記
念
︼

　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
30
周
年
開
園
記
念
を
行
い
ま
し

た
。
大
ホ
ー
ル
で
海
鮮

丼
、
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ

サ
ラ
ダ
、
漬
物
、
汁
物
、

ケ
ー
キ
バ
イ
キ
ン
グ
に

記
念
品
付
で
お
祝
い
を

し
ま
し
た
。

6
月10

日　
︻
国
際
交
流
︼

　

ア
メ
リ
カ
ウ
ィ
ス

コ
ン
シ
ン
州
か
ら
来

日
さ
れ
た
高
校
生
に

よ
る
弦
楽
器
の
演
奏

会
が
あ
り
ま
し
た
。
英

語
を
交
え
な
が
ら
積

極
的
に
お
話
を
さ
れ

る
入
居
者
の
方
々
も

い
ら
し
て
、
良
い
相
互

交
流
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

◆
令
和
８
年
度
の
入
居
説
明
会
は
定
員
と
な

り
、
募
集
は
終
了
し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
お

問
い
合
わ
せ
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柴
田
）

浴
風
会
ケ
ア
ハ
ウ
ス

4
月1

日　
︻
新
入
職
員
︼

　

今
年
度
も
南
陽
園
に
3
名
の
新
入
職
員
が
加
わ

り
ま
し
た
。
新
し
い
仲
間
を
迎
え
、
よ
り
一
層
充

実
し
た
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

初
旬　
︻
お
花
見
︼

　

園
庭
の
桜
が
今
年
も
見
事
に
咲
き
誇
り
、
お
花

見
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
春
の
陽
だ

ま
り
の
中
、
皆
さ
ま
笑
顔
で
観
桜
を
楽
し
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

5
月4

日
～
9
日　
︻
菖
蒲
湯
︼

　

季
節
の
行
事
と
し
て
菖
蒲

湯
を
実
施
し
ま
し
た
。
菖
蒲

の
香
り
に
包
ま
れ
な
が
ら
、

ゆ
っ
た
り
と
湯
船
に
つ
か

れ
、
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
ご
様
子
で

し
た
。

24
日　
︻
新
茶
会
︼

　

茶
娘
が
新
茶
を
お
注
ぎ
し
、
添
え
菓
子
と
と
も

に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
嬉
し
そ

う
に
味
わ
わ
れ
、
和
や
か
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

31
日　
︻
南
陽
園
祭
り
︼

1
日
の
開
園
記
念
日
に
合

わ
せ
、5
月
31
日（
日
）に「
南

陽
園
祭
り
」
を
園
全
体
で
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
快
晴

に
恵
ま
れ
、
屋
外
に
は
か
き

氷
や
綿
あ
め
の
屋
台
、
屋
内

に
は
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
射
的

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
ご
利
用

者
・
職
員
と
も
に
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
太
鼓
演
奏
も
大
変
好
評

で
、一
緒
に
太
鼓
を
叩
く
ご
利
用
者
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

6
月21

日　
︻
デ
ザ
ー
ト
バ
イ
キ
ン
グ
︼

　

色
と
り
ど
り
の
デ
ザ
ー
ト
を
前
に
、「
全
部
食
べ

た
い
わ
、
迷
っ
ち
ゃ
う
。」
と
楽
し
そ
う
に
選
ば
れ

る
姿
が
見
ら
れ
、
皆
さ
ま
満
足
そ
う
に
召
し
上
が

ら
れ
て
い
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
岡
）

︻
介
護
保
険
事
業
︼
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南
陽
園
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）



4
月　
︻
さ
く
ら
祭
り
︼

　

今
年
は
1
階
の
リ
ハ

ビ
リ
室
を
期
間
中
開
放

し
、
室
内
を
色
鮮
や
か

な
桜
で
飾
り
付
け
ま
し

た
。
入
り
口
に
手
作
り

の
桜
の
花
び
ら
を
用
意

し
た
と
こ
ろ
、
来
園
し
た
皆
様
も
飾
り
付
け
に

協
力
し
て
く
だ
さ
り
、
日
を
追
う
ご
と
に
見
事

な
桜
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

室
内
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
風
情
あ
る
空
間
の

な
か
、
皆
様
お
弁
当
や
お
茶
を
手
に
、
ゆ
っ
た

り
と
お
花
見
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し

た
。

5
月　
︻
菖
蒲
湯
・
新
茶
会
︼

　

今
年
は
た
く
さ
ん
の
菖
蒲
を
贅
沢
に
使
用

し
、
浴
室
い
っ
ぱ
い
に
心
地
よ
い
香
り
が
広
が

り
ま
し
た
。
ご
利
用
者
の
皆
様
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
な
が
ら
入
浴
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
新
茶
会
」
で
は
、
恒
例
の
茶
娘
が
登
場
。
お

茶
好
き
な
ご
利
用
者
か
ら
美
味
し
い
淹
れ
方
の

コ
ツ
を
教
わ
り
な
が
ら
、
新
茶
を
振
る
舞
い
ま

し
た
。「
と
て
も
良
い
香
り
ね
」
と
の
お
声
も
聞

か
れ
、
皆
様
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

6
月　
︻
フ
ル
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ
︼

　

メ
ロ
ン
や
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
な
ど
、
色
と
り
ど

り
の
フ
ル
ー
ツ
を
バ
イ

キ
ン
グ
形
式
で
提
供
し

ま
し
た
。
「
こ
ん
な
に

た
く
さ
ん
食
べ
て
い
い

の
？
」
と
歓
声
が
上
が

り
、
皆
様
お
好
き
な
フ

ル
ー
ツ
を
自
由
に
選
び

な
が
ら
、
賑
や
か
で
楽
し
い
時
間
を
満
喫
さ
れ

ま
し
た
。   　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
佐
々
木
）

第
三
南
陽
園（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り

4
月1

日　
︻
開
設
24
周
年
︼

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
は
開
設
24
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
日
頃
の
感
謝
を
込
め
、
皆
さ

ま
と
紅
白
饅
頭
で
お
祝
い
し
、
穏
や
か
な
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

5
月5

日
～
６
日　
︻
菖
蒲
湯
︼

　

菖
蒲
湯
に
て
無
病
息
災
を
願
い
、
季
節
の
風

習
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
5
日
に
は
か

し
わ
餅
も
召
し
上
が
り
、
端
午
の
節
句
を
和
や

か
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。

7
日　
︻
玉
ね
ぎ
収
穫
︼

　

テ
ラ
ス
で
育
て
た
玉
ね
ぎ
の
収
穫
を
行
い
ま

し
た
。﹃
ま
こ
と
た
か

い
ど
保
育
園
﹄
の
子
供

た
ち
を
お
迎
え
し
、
元

気
な
声
に
包
ま
れ
な
が

ら
、
一
緒
に
収
穫
の
喜

び
を
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。
世
代
を
超
え
た
交

流
に
、
自
然
と
笑
顔
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

6
月10

日　
︻
ら
っ
き
ょ
う
漬
け
︼

　

毎
年
恒
例
の
ら
っ
き
ょ
う
漬
け
作
り
を
行
い

ま
し
た
。
皆
さ
ま
手
慣
れ
た
ご
様
子
で
季
節
の

手
仕
事
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

※
過
ご
し
や
す
い
季

節
と
な
り
、
外
出
支

援
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
神
代
植
物
園
で

の
散
策
や
、
展
望
レ

ス
ト
ラ
ン
で
の
外
食

な
ど
、
ご
家
族
の
皆

さ
ま
に
も
ご
参
加
い

た
だ
き
、
思
い
出
に

残
る
時
間
を
重
ね
て

い
ま
す
。　
（
阿
部
）

︻
地
域
サ
ー
ビ
ス
事
業
︼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ケ
ア
24
高
井
戸

4
月8

日　

上
高
井
戸
端
※
1

9
日　

き
ず
な
サ
ロ
ン　

か
り
ん

15
日　

ス
マ
ホ
サ
ロ
ン

24
日　

ロ
ビ
ー
カ
フ
ェ

25
日　

パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
講
座

28
日　

か
ら
だ
ケ
ア
体
操

5
月12

日　

い
ち
の
会

13
日　

上
高
井
戸
端
※
1　
　
　
　
　

19
日　

男
性
の
居
場
所

20
日　

ス
マ
ホ
サ
ロ
ン

22
日　

ロ
ビ
ー
カ
フ
ェ

26
日　

か
ら
だ
ケ
ア
体
操

29
日　

富
士
見
ヶ
丘
中
地
域
教
育
連
絡
協

　
　
　
　

議
会

6
月10

日　

上
高
井
戸
端
※
1

11
日　

き
ず
な
サ
ロ
ン　

か
り
ん

16
日　

高
井
戸
小
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

　
　
　
　

成
講
座

　
　
　
　

男
性
の
居
場
所

17
日　

ス
マ
ホ
サ
ロ
ン

19
日　

ケ
ア
マ
フ
の
会

23
日　

か
ら
だ
ケ
ア
体
操

26
日　

ロ
ビ
ー
カ
フ
ェ

　
　

※
1
・
・
・
地
域
の
多
世
代
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
横
山
）

︻
病
院
事
業
︼

浴
風
会
病
院

　

現
在
、
杉
並
区
・
世
田
谷
区
・
中
野
区
の

区
民
健
診
、
協
会
け
ん
ぽ
、
一
般
健
診
等
の

ご
予
約
を
受
け
付
け
中
で
す
。

　

骨
密
度
検
査
や
動
脈
硬
化
検
査
、
胃
が
ん

リ
ス
ク
検
査
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
も
併

せ
て
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

お
申
込
み
ま
た

は
オ
プ
シ
ョ
ン
検

査
の
料
金
等
、
詳
細

に
つ
い
て
は
浴
風

会
病
院
健
診
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

（
代
表
電
話
0
3
―
3
3
3
2
︱
6
5
1
1
）

（
浴
風
会
病
院
協
会
け
ん
ぽ
健
診
予
約
担
当
）

ご
芳
志

令
和
8
年
4
月
~
6
月

多
く
の
方
々
よ
り
ご
芳
情
を
頂
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
金
品
・
物
品
〉

◇
　
狩
野
治
男
様

◇
　
薗
田
博
子
様

ほ
か
、
各
施
設
に
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
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老
健
く
ぬ
ぎ
（
介
護
老
人
保
健
施
設
）

︻
研
究･

研
修
他
︼

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー

4
月　
︻
春
の
訪
れ
︼

　

毎
年
春
が
来
る
と
二
階

バ
ル
コ
ニ
ー
に
や
っ
て
来

る
鴨
の
夫
婦
が
今
年
も

や
っ
て
来
ま
し
た
。
プ
ー

ル
と
餌
を
用
意
し
て
お
く

と
嬉
し
そ
う
に
水
遊
び
し

て
餌
を
沢
山
食
べ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
様
子
を
見
て

ご
利
用
者
の
皆
さ
ん
も
大
喜
び
で
す
。
綺
麗
に
咲

い
た
色
と
り
ど
り
の
花
も
春
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

5
月
︻
新
茶
会
︼

　

新
茶
会
は
職
員
が
茶
娘
の
衣
装
を
着
て
新
茶
と

和
菓
子
を
お
配
り
し
ま
し
た
。
新
茶
の
香
り
に
誘

わ
れ
て
皆
さ
ん
沢
山
お
代
わ
り
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
中
に
は
「
和
菓
子
の
お
代
わ
り
は
出
来
な
い

の
？
」
と
仰
る
方
も
い
ま
し
た
が
、
ご
め
ん
な
さ

い
和
菓
子
は
お
一
人
に
つ
き
一
つ
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
︙
。

6
月　
︻
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
︼

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
会

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
来
た

方
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
族

楽
器
﹃
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
﹄

を
演
奏
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
上
手
な
日
本
語
で

歌
う
「
上
を
向
い
て
歩
こ

う
」
や
「
川
の
流
れ
の
よ

う
に
」
と
い
っ
た
名
曲
の

数
々
に
皆
さ
ん
う
っ
と

り
。
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
ア
カ
ペ
ラ
で
「
故
郷
」
を

歌
っ
て
く
だ
さ
り
大
合
唱
と
な
り
ま
し
た
。

★
ご
利
用
の
ご
相
談
な
ど
、
お
問
合
せ
は
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
相
談
員
ま
で
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
０
３
︱
５
３
３
６
︱
７
７
０
１
︻
代
表
︼

◎
０
３
︱
５
３
３
６
︱
７
７
３
４
︻
入
所
︼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
辰
巳
）

4
月1

日　

新
採
用
等
辞
令
交
付
式　

東
京
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
1
名
（
主
任
研
究
主
幹
）

3
日　

関
東
信
越
厚
生
局　

新
規
採
用
職
員

　
　
　
　

視
察

6
日　

東
京
セ
ン
タ
ー
研
究
推
進
会
議

　
　
　
　

東
京
セ
ン
タ
ー
運
営
会
議

20
日　

w
e
l
l
︲
b
e
i
n
g
担
当
者
会

　
　
　
　

議
（
Z
o
o
m
、3
セ
ン
タ
ー  ︿
東
京
、

　
　
　
　

仙
台
、
大
府
﹀）

5
月7

日　

関
東
信
越
厚
生
局
地
域
包
括
ケ
ア
推

　
　
　
　

進
課
と
の
打
合
せ
（
今
年
度
の
セ
ミ

　
　
　
　

ナ
ー
等
に
つ
い
て
）　　
　
　

14
日　

杉
並
区
と
の
打
合
せ
（
連
携
協
定
に

　
　
　
　

よ
る
）（
認
知
症
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

　
　
　
　

プ
と
し
て
意
見
交
換
）

18
日　

東
京
セ
ン
タ
ー
研
究
推
進
会
議

　
　
　
　

老
健
局
認
知
症
施
策
推
進
課
と
の
打

　
　
　
　

合
せ
（
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー
の
研
究
等
に
つ
い
て
）

21
日　

杉
並
区
と
の
打
合
せ
（
連
携
協
定
に

　
　
　
　

よ
る
）（
今
年
度
の
取
組
な
ど
）

23
日　

令
和
8
年
度
全
国
認
知
症
介
護
指
導

　
　
　
　

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会

29
日　

東
京
セ
ン
タ
ー
運
営
会
議

　
　
　
　

東
京
セ
ン
タ
ー
３
部
長
会
議

6
月1

日
～
12
日　

令
和
8
年
度　

第
1
回
認
知

　
　
　
　

症
介
護
指
導
者
養
成
研
修
（
前
期
）

16
日　

令
和
8
年
度
第
1
回
認
知
症
介
護
研

　
　
　
　

究
・
研
修
セ
ン
タ
ー　

研
究
部
長
会
議

　
　
　
　
（
Z
o
o
m
、
3
セ
ン
タ
ー
︿
東
京
、

　
　
　
　

仙
台
、
大
府
﹀）

19
日
、
24
日　

内
部
研
修
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

　
　
　
　

ン
ス
研
修
:
①
個
人
情
報
保
護
法
改

　
　
　
　

正
、
②
倫
理
審
査
他
）

22
日　

東
京
セ
ン
タ
ー
運
営
会
議

24
日　

東
京
セ
ン
タ
ー
３
部
長
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
竹
井
）

︽
次
回
は
発
行
予
定
令
和
８
年
10
月
秋
季
号
︾

〒
１
６
８
︲
８
５
１
０
※
住
所
な
し
で
届
き
ま
す

機
関
紙
「
浴
風
会
」
編
集
部
係

soum
u2@

yokufuukai.or.jp
https://w

w
w

.yokufuukai.or.jp/

浴
風
会
の
動
き
で
は
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
、
素
敵
な
お
写
真
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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